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区
内
の
主
な
催
し

（
５
月
15
日
〜
６
月
14
日
）

〈
５
月
〉

◆
神
幸
祭
＝
18
日（
日
）（
恵
美

須
神
社
）

◆
松
菊
祭
＝
26
日（
月
）（
京
都

霊
山
護
国
神
社
）

〈
６
月
〉

◆
祇
園
放
生
会
＝
１
日（
日
）午

前
10
時
〜
正
午
（
祇
園
〈
白
川
・

巽
橋
〉）

健
康
生
き
が
い
づ
く
り
事
業

「
ガ
ー
デ
ン
de
ひ
が
し
や
ま
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

園
芸
活
動
を
通
じ
て
仲
間

や
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
み
、
健
康
の
維
持
・

収
穫
の
喜
び
を
味
わ
う
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

活
動
場
所　

京
都
女
子
大
学

附
属
小
学
校 

第
二
運
動
場

活
動
日　

毎
週
木
曜
日
午
後          

定
員　

15
名
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

締
切　

５
月
30
日（
金
）

参
加
費　

年
間　

３
千
円
（
別

途
実
費
負
担
有
り
）

対
象　

区
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
方
で
、
園
芸
や
仲
間
づ
く

り
に
意
欲
の
あ
る
方
、
毎
週
木

曜
日
の
活
動
に
参
加
で
き
る

方
、
担
当
日
の
水
や
り
が
出
来

る
方
。

申
込
先　

東
山
区
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
551
・
４
８
４
９  

FAX
　

551
・
４
８
５
８
）

東
山
泉
小
中
学
校

　

東
山
区
内
３
小
学
校
と
１
中

学
校
が
統
合
し
て
今
年
度
開
校

し
た
東
山
泉
小
中
学
校
。
西
学

舎
（
元
一
橋
小
学
校
）
で
は
、

１
〜
５
年
生
が
、
東
学
舎
（
元

月
輪
中
学
校
）
で
は
、
６
〜
９

年
生
が
学
習
し
ま
す
。

　

４
月
８
日
に
は
西
学
舎
で
、

１
年
生
91
名
を
迎
え
る
入
学

式
が
行
わ
れ
、
全
校
児
童
・
生

徒
693
名
が
揃
い
、
東
山
泉
小
中

学
校
が
本
格
的
に
始
動
し
ま

し
た
！

【
地
域
の
方
に
も
ご
参
加
い
た

だ
け
る
７
月
末
ま
で
の
主
な

行
事
】

５
月
25
日
（
日
）
１
〜
５
年
生

休
日
参
観

６
月
14
日
（
土
）
体
育
大
会

「
ふ
れ
あ
い
会
」（
東
山
区
中
途

障
害
者
の
交
流
の
場
）
入
会
の

お
誘
い

　

脳
梗
塞
な
ど
の
病
気
や
交

通
事
故
で
中
途
障
害
者
に
な

ら
れ
た
方
が
、
仲
間
づ
く
り
と

リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
た
「
卓
球
バ

レ
ー
」
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
区
の
行
事
や
歌
、

創
作
の
活
動
も
行
い
ま
す
。

活
動
場
所　

や
す
ら
ぎ
・
ふ
れ

あ
い
館
（
市
バ
ス
「
五
条
坂
」

バ
ス
停
す
ぐ
）

活
動
日　

毎
月
１
回　

第
３

金
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

年
会
費　

年
間
１
千
円
（
別
途

実
費
負
担
有
り
）

対
象　

病
気
や
交
通
事
故
な

ど
の
後
遺
症
で
、
身
体
障
害
な

ど
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族

募
集　

随
時
募
集
中

申
込
先　

東
山
区
社
会
福
祉

協
議
会　

（
☎
551
・
４
８
４

９  

FAX
　

551
・
４
８
５
８
）

問
合
せ　

東
山
泉
小
中
学
校

（
東
学
舎
：
☎
532
・
０
３
５
５

西
学
舎
：
☎
532
・
０
３
７
７
）

東
山
開
睛
館

　

平
成
23
年
４
月
に
５
小
学

校
と
２
中
学
校
が
統
合
開
校

し
、
３
年
が
た
ち
ま
し
た
。
４

月
８
日
の
入
学
式
で
１
年
生

94
名
を
迎
え
、
全
校
児
童
・
生

徒
890
名
が
揃
い
ま
し
た
。
「
克

己
・
進
取
・
礼
節
」
を
校
訓

に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
た
く

ま
し
く
生
き
抜
く
子
ど
も
た

ち
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

【
地
域
の
方
に
も
ご
参
加
い
た

だ
け
る
７
月
末
ま
で
の
主
な

行
事
】

６
月
７
日（
土
）
土
曜
参
観

７
月
４
日
（
金
）
５
〜
７
年
生

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

７
月
18
日
（
金
）第
１
期
終
業
式

問
合
せ　

東
山
開
睛
館
（
☎

533
・
８
８
１
１
）

「
東
山
の
未
来
」
区
民
会
議
を　

　

開
催
し
ま
し
た
（
３
月
11
日
）

「
い
い
ね
！
東
山
・
３
Ｋ
活
動

　
奨
励
賞
」
表
彰
式
を
開
催

　

東
山「
観
光
・
交
通
・
環
境
」

協
力
会
議
で
は
、
東
山
な
ら
で

は
の
「
観
光
・
交
通
・
環
境
」

に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
寄
与

す
る
活
動
（「
３
Ｋ
活
動
」）
を

応
援
し
、
よ
り
一
層
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
東
山
を
実
現
す
る
た
め

に
、
平
成
25
年
12
月
に
「
い
い

ね
！
東
山
・
３
Ｋ
活
動
奨
励

賞
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
３
月
25
日
に
表

彰
式
を
開
催
し
、
長
年
に
わ
た

り
地
域
に
根
差
し
た
多
様
な
３

Ｋ
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

７
団
体
の
皆
様
を
表
彰
し
ま
し

た
。

　

表
彰
式
で
は
、
表
彰
状
の
授

与
と
合
わ
せ
て
、
受
賞
者
の
皆

様
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
へ
の
感

謝
と
こ
れ
か
ら
の
一
層
の
活
躍

　

区
民
の
多
様
な
意
見
や
幅
広

い
知
識
を
結
集
し
て
「
東
山
の

未
来
」
に
つ
い
て
話
し
合
う
、

「
東
山
の
未
来
」区
民
会
議
。
今

回
は
新
し
い
公
募
委
員
を
迎
え

ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
区
の
特

色
を
生
か
し
て
実
施
す
る
「
東

山
区
区
民
提
案
・
共
汗
型
ま
ち

づ
く
り
支
援
事
業
」
に
つ
い

て
、
平
成
26
年
度
の
新
規
事
業

や
、
若
年
世
代
へ
の
情
報
発
信

の
強
化
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
東
山
泉
小
中
学
校

が
開
校
し
、
区
内
に
は
２
校
の

小
中
一
貫
校
だ
け
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
２
校
を
は
じ
め
、

区
内
の
大
学
な
ど
と
も
積
極
的

に
連
携
し
て
、
ふ
れ
あ
い
事
業

な
ど
の
各
種
事
業
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
回
と
同
様
、
東
山

区
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
の
実

施
団
体
か
ら
、
事
業
報
告
（
図

書
館
か
ら
始
め
る
文
学
ま
ち
歩

き
、
第
２
回
わ
ん
碗
Ｏ
Ｎ
Ｅ

展
）
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
度
の
実
施
内
容
に
と

ど
ま
ら
ず
、
事
業
効
果
を
高
め

る
た
め
、
よ
り
広
域
で
の
事
業

展
開
や
、
さ
ら
に
地
域
と
連
携

し
た
取
り
組
み
な
ど
、
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

問
合
せ　

区
地
域
力
推
進
室

（
☎
561
・
９
１
０
５
）

初参加の饗庭（あいば）委員（写真左）

119番

消防です！

東
山
消
防
団
総
合
査
閲

　

東
山
消
防
団
で
は
、
火
災
や

大
地
震
か
ら
区
民
の
皆
さ
ん
の

生
命
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
築
く
た
め
、
日
頃

の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま

す
。　
　

日
時　

５
月
18
日（
日
）午
前
８

時
30
分
〜
11
時
30
分
（
中
止
の

場
合
は
、
当
日
午
前
７
時
に
決

定
）

場
所　

東
山
開
睛
館
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
東
山
区
六
波
羅
裏
門
通
東

入
多
門
町
）

内
容　

通
常
点
検
、
小
型
動
力

ポ
ン
プ
操
法

　

危
険
物
安
全
週
間

６
月
８
日（
日
）〜
14
日（
土
）

「
危
険
物　

読
み
は
ま
っ
す
ぐ

ゼ
ロ
災
害
」

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

た
く
さ
ん
の
危
険
物
が
あ
り
ま

す
。
危
険
物
を
使
用
す
る
と
き

は
、
そ
の
特
性
を
理
解
し
て
事

故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
消
防
団
員
募
集
中

　

東
山
消
防
団
で
は
、
区
内
に

居
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る

18
歳
以
上
の
方
で
、
地
域
の
防

火
・
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
※
消
防
・
救
急
・
消
防
団
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
質
問

な
ど
は
、
東
山
消
防
署
（
☎

541
・
０
１
９
１
）
へ

献
血
に
ご
協
力
を
！

　

人
は
い
つ
で
も
病
気
に
な
っ

た
り
、
事
故
に
遭
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
治
療
の
た
め

に
輸
血
が
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
、
輸
血
に
よ
っ
て
人
命
が

救
わ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
こ
の
輸
血
用
血
液
は
す
べ

て
献
血
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

東
山
区
で
の
献
血
は
、
各
学

区
の
献
血
推
進
会
に
よ
っ
て
年

１
回
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年

200
人
程
度
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
献
血
者
が
減
少

す
れ
ば
将
来
的
に
血
液
不
足
に

な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
、
生
命

を
救
う
医
療
に
支
障
を
き
た
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

献
血
は
皆
さ
ん
の
善
意
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

献
血
し
て
い
た
だ
く
と
、
糖

尿
病
や
肝
機
能
な
ど
の
検
査
が

で
き
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
機
会

に
も
な
り
ま
す
。

　

各
学
区
の
献
血
実
施
日
は
次

の
と
お
り
で
す
。

す
こ
や
か
さ
ん
の

健
康
教
室
健
康
教
室

実 施 日 学　区 受付時間 会　場

5月 21日（水）
新道 午前 9時 30分～正午 宮川町歌舞練場
弥栄 午後 1時 30分～４時 祇園甲部歌舞練場

5月 26日（月） 一橋 午後 1時 30分～４時 東山泉小中学校

6月 13日（金）
修道 午前 9時 30分～正午 白河総合支援学校東山分校

（元東山小学校）
清水 午後 1時 30分～４時 東山区総合庁舎

6月 23日（月） 月輪
午前 10時～正午

元月輪小学校
午後 1時 30分～３時 30分

7月 30日（水） 貞教 午前 9時 30分～正午 貞教会館

9月30日（火）
粟田 午前 9時 30分～正午 元白川小学校
有済 午後 1時 30分～４時 元有済小学校

10月 15日（水） 今熊野
午前 10時～正午

剣神社駐車場
午後 1時～３時 30分

11月26日（水） 六原 午前 9時 30分～正午 東山区総合庁舎

男　性 17～ 69歳※

女　性 18～ 69歳※

体　重 男女とも 50kg 以上

採血基準（400㎖の場合）

※ 65歳以上の方は、60～64歳の間に１回以上
献血経験のある方に限ります。

　

「
主
食
・
副
菜
・
主
菜
」
を

基
本
と
す
る
日
本
型
食
生
活
と

適
度
な
運
動
で
健
康
な
身
体
づ

く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
☆
ご
参

加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪

○
講
話
「
食
事
も
運
動
も
適
量

が
大
事
♪
」

講
師　

保
健
セ
ン
タ
ー
管
理
栄

養
士

○
調
理
実
習
「
初
夏
を
感
じ
る

バ
ラ
ン
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
」
※
京

都
市
内
産
の
お
米
を
使
用
し
ま

す
。

献
立　

ご
飯
・
け
ん
ち
ん
の
湯

葉
包
み
・
枝
豆
あ
ん
か
け
・
モ

ロ
ヘ
イ
ヤ
と
ト
マ
ト
の
ご
ま
酢

和
え
・
か
ぼ
ち
ゃ
の
彩
り
サ
ラ

ダ
・
柚
子
も
ち
（
※
献
立
は
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

○
試
食
・
交
流

日
時　

①
６
月
５
日（
木
）②
６

月
11
日（
水
）、
い
ず
れ
も
午
前

10
時
〜
午
後
０
時
30
分

※
ど
ち
ら
も
同
じ
内
容
で
す
。

定
員　

各
日
程
24
名（
先
着
順
）

申
込
み　

５
月
30
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
受

６
月
は
食
育
月
間
で
す

食
育
セ
ミ
ナ
ー
「
京み

や
こ

ク
ッ
キ
ン
グ
」

京都市民の目指す姿
みんなそれぞれ

「バランスのよい食事と
適度な運動」
～京の協

きょうしょく

食～
新「京・食育推進プラン」から

付
。

対
象
者　

区
内
在
住
の
18
歳
以

上
の
方

参
加
費　

500
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
手
拭
き
タ
オ
ル

場
所　

東
山
保
健
セ
ン
タ
ー
栄

養
調
理
室

問
合
せ　

区
健
康
づ
く
り
推
進

課
成
人
保
健
・
医
療
担
当
（
☎

561
・
９
１
２
８
）

　

児
童
館
・
学
童
保
育
所
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
、
児
童
館
・
学

童
保
育
所
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。
工
夫
を
凝
ら
し
た
出
し
物

を
用
意
し
て
、
皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

笑
・
話
・
輪
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

〜
ワ
ッ
！
と
お
ど
ろ
く
遊
び
に

挑
戦
〜

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
ち
な
ん

だ
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
工
作
コ
ー

ナ
ー
な
ど
で
様
々
な
遊
び
が
楽

し
め
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
親

子
が
ほ
っ
こ
り
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
や
起
震
車
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
ス
キ
ッ
プ
楽

団
の
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
も
見

ど
こ
ろ
で
す
（
雨
天
時
は
、
午

前
・
午
後
体
育
館
に
て
子
ど
も

の
ス
テ
ー
ジ
と
ス
キ
ッ
プ
楽
団

の
コ
ン
サ
ー
ト
の
み
実
施
。）。

日
時　

５
月
24
日
（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時

場
所　

岡
崎
中
学
校　

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

市
児
童
家
庭
課
（
☎

251
・
２
３
８
０
）

公
益
社
団
法
人
京
都
市
児
童
館

学
童
連
盟（
☎
256
・
０
２
８
０
）

児
童
館
・
学
童

保
育
所
ま
つ
り

　

本
市
で
は
、
私
道
の
舗
装
新

設
工
事
や
舗
装
補
修
工
事
を
す

る
際
に
標
準
工
事
費
の
75
％
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
（
舗
装

工
事
に
伴
う
排
水
施
設
＝
Ｌ
型

街が
い
き
ょ渠
の
新
設
・
補
修
を
含
む
。）。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、
い
く

つ
か
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が

必
要
で
す
。
助
成
を
希
望
さ
れ

る
際
に
は
、
土
木
事
務
所
・
区

役
所
で
配
布
中
の
手
引
き
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
東
部
土
木
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　

５
月
12
日（
月
）〜

８
月
29
日（
金
）

申
請
・
問
合
せ　

東
部
土
木
事

務
所（
☎
591
・
０
０
１
３
）

私
道
の
舗
装
新
設・

舗
装
補
修
工
事
の
助
成

　

世
界
に
は
、
大
地
震
、
津

波
、
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
を

は
じ
め
、
紛
争
、
飢
餓
、
病
気

な
ど
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い

ま
す
。
日
本
赤
十
字
社
は
世
界

189
カ
国
の
国
と
連
携
し
て
、
一

刻
を
争
う
災
害
や
紛
争
で
の
救

護
を
は
じ
め
、
病
気
で
苦
し
む

人
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
人
道

的
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

特
に
国
内
に
お
い
て
は
、
東

日
本
大
震
災
へ
の
継
続
的
な
支

援
を
は
じ
め
、
様
々
な
災
害
に

備
え
、
医
療
救
護
班
と
救
護
車

両
が
常
に
対
応
で
き
る
体
制
の

整
備
の
ほ
か
、
救
急
法
な
ど
の

講
習
会
の
実
施
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
強
化
な
ど
に
努
め
て

い
ま
す
。

５
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で
す

赤
十
字
の
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
赤
十

字
活
動
資
金
は
、
こ
れ
ら
の
赤

十
字
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
際
し
ま
し

て
は
、
皆
様
か
ら
温
か
い
義
援

金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
平
成
27
年
３
月

末
ま
で
義
援
金
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

日
本
赤
十
字
社
京
都

府
支
部
（
☎
541
・
９
３
２
６
）、

区
地
域
力
推
進
室
（
☎
561
・

９
１
１
４
）

＜受賞団体及び活動名＞
分
野 団体名 活動名

観
光
祇園白川ライト
アップ実行委員会

祇園白川宵桜
ライトアップ

交
通
東山区交通安全
対策協議会

観光シーズン等に
おける交通安全啓発
活動

環
境

祇園町南側地区
協議会

祇園町南側地区ガム
取りキャンペーン

東山区シニアクラブ
連合会

観光地清掃活動
ボランティア

白川を創る会 白川一斉清掃活動
古川町商店街
振興組合 古川町商店街

華頂門掃き隊華頂短期大学
いきいき生活応援隊

へ
の
期
待
を
込
め
て
、
本
協
力

会
議
議
長
の
六
波
羅
蜜
寺 

川

崎
純
性 

山
主
か
ら
お
祝
い
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
山「
観
光
・
交
通
・
環
境
」協

力
会
議
で
は
、こ
れ
か
ら
も「
住

む
人
」、「
訪
れ
る
人
」す
べ
て
の

人
の「
い
い
ね
！
」が
あ
ふ
れ
る

東
山
を
目
指
し
て
、
東
山
の
た

め
に
頑
張
る
皆
様
と
と
も
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

東
山「
観
光
・
交
通
・

環
境
」協
力
会
議
事
務
局（
区
地

域
力
推
進
室
内　

☎
561
・
９
１

１
４
）


